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エコファーマーネットワーク通信
〈No.4〉

エコファーマー

☆実りの秋を迎え農業者達の喜びを聞ける季
節ですが、東日本大震災の復旧・復興の遅
れや福島第一原子力発電所事故で被災され
た会員の皆様方のご心痛やご努力に胸が痛
み、一日も早い復興を願っています。農地
の放射能汚染については、「農地の除染の
適当な方法等」が公表され除染が早く進む
ことが期待されているところです。

☆エコファーマーネットワークでは、10月
30日（日）に第２回の幹事会を東京で開催
し、23年度上期の活動状況と下期の活動
計画等を検討したところです。その中で
23年度下期の計画で開催日が決定してい
るものを紹介しますと、

◦ 10月31日（月）～11月４日（金） （11月３日は
休み）に、農水省「消費者の部屋」で特別
展示「環境保全に貢献するエコファーマー
の活動」を行いました。展示内容としまし
ては、
・環境保全型農業施策の中で、農業生産活

動と環境との関わりなどの紹介
・エコファーマーに関する展示として、認

定制度やエコファーマーネットワーク幹
事各位の活動状況のパネル展示や農産物
の展示を行いました（展示結果は次号で
紹介します）。

◦11月29日（火）には、主に消費者・流通関係
者等を対象に、静岡県三島市のエコファー
マーネットワーク会員の農場において、「エ
コファーマーネットワーク現地交流会（in
静岡）」を開催します。

◦12月13日（火）には、福井県福井市福井県国

際交流会館で、環境にやさしい売れる米づ
くりを目指して「全国エコファーマーネッ
トワーク研究会（in福井）」を開催します。
研究会では、取組事例として「安全・安
心・食味にこだわる技術・経営戦略」、「エ
コファーマー集団による「蛍米」のブラン
ド化」、「地域を挙げた売れる米づくりへの
挑戦」の発表を予定しています。

◦24年１月12日（木）～13日（金）には、埼玉県
熊谷市、深谷市、小川町で当ネットワーク
の最大行事である「全国エコファーマー全
国交流会・技術検討会」を開催します。12
日にはネットワークフォーラムを、13日

（金）には現地技術研究会をＡコース（埼玉
産直センターコース）、Ｂコース（小川町
有機農業コース）に分かれて開催します。

☆10月30日の第２回の幹事会では、当ネッ
トワーク会員の加入促進・拡大対策が検討
され、地域で開催されるエコファーマー達
のイベントでパンフレットを配布し会員の
勧誘・拡大を行うことといたしました。会
員の皆様からもお知り合いの方にお声がけ
をして頂き、日本の農業が環境と調和した
持続的な農業となるよう、環境保全型農業
を育てるネットワーク会員の拡大にご協力
をお願いします。

☆今回の通信では、平成23年２月に愛媛県
松山市で開催された「エコファーマーネッ
トワーク研究会（in愛媛）」での「環境保
全型農業先進事例報告」の一部の講演内容
の概要を掲載しましたのでご覧ください。

〈全国エコファーマーネットワーク事務局〉
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１　無茶々園の活動と歩み

有機農業との出会い！

　昭和49年頃、栽培過剰による苛酷な産地間
競争が始まり、我が明浜町は、この産地間競
争を生きぬくため、伊予柑、ポンカンなどの
高級晩柑類に更新を進めた。これらの晩柑類
は栽培が難しく、温州みかん以上に農薬・化
学肥料が必要であった。農薬・化学肥料・除
草剤は確実に生産者の肉体を蝕み、医者通い
が強いられた。そればかりではなく、土壌・
自然環境が加速度的に破壊され、以前と比べ
海も山も畑も川も生物の生息状態が目に見え
て変化した。それでも我々百姓は、農薬は農
の薬ではなく農の毒薬であることを知らず
黙々と働いていた。価格暴落下の生産者は、
鼻の先のぶら下げた人参を食べようと必死に
走る馬のように、金儲けのためだけに日夜
汲々とし、植物や家畜を育てる喜びの汗は、
苦痛の汗に変わったのである。
　この状況をまのあたりにして、我々は近代
農業に疑問をだき始めた。この頃世間一般で
も有害食品、汚染、公害が社会問題となり始
め、朝日新聞に連載された有吉佐和子著「複
合汚染」が大きな反響を呼んでいた。我々が

「有機農業」の名を目にしたのもこの小説だっ
た。これをきっかけに、夜な夜な酒を飲むと、

「なんで高校も、医者も、飲み屋もないこん
な所に住みたいのか？このままの農業ではだ

めだ、何かやろう…。いい汗のかける百姓を
我々はやらなければならないのだ」、夜が更け
るまで何十回、何百回この言葉を繰り返した。

無茶々園の誕生

　昭和49年５月、広福寺住職の好意で、15a
の伊予柑園を借り受け、有機農業の研究園を
作り、この園を「むちゃちゃえん」と名づけ
本格的活動を開始した。「ムチャチャ」とは、
スペイン語で、本国で「お嬢さん」、メキシ
コでは「ねえちゃん」、フィリピンでは「女中」
の意味がある。ネオン街の蝶を追いかけるよ
り、みかん園のアゲハチョウでも追っかけよ
う。無農薬・無化学肥料栽培なんて無茶なこ
とかもしれないが、そこは無欲になって、無
茶苦茶にがんばってみようという意味を込め
て「無茶々園」と命名した。
　昭和50年に愛媛県伊予市で自然農業を実践
している福岡正信氏の園を見せて頂き、指導
を受け、無茶々園の無農薬、無化学肥料栽培
が始まった。
　有機農業を成功させるためにも、できた生
産物をそれなりの価値で食べてもらうことが
必要だった。この年の伊予柑は松山市の自然
食品店に引き取ってもらい、初めて「無茶々
園のみかん」として流通し始めた。そしてこ
の店との出会いは、「食べ物と健康の関係」
あるいは「理想の農業に近づくには、農業問
題から出発して食生活、健康、社会環境、教
育に至るまで考え、考慮する必要があること
を教わり、そのためにも、無茶々園の運動を
単なる ｢無農薬・無化学肥料｣ という生産方
法だけの問題ではなく、食生活、社会教育な
どなど町づくり的な活動に広げていかなけれ
ばならないということを学び、まさに無茶々
園の運動方針の原点がここで養われたのであ
る。

柑橘農業経営とエコロジカルな
無茶々の里づくり

エコファーマー

農事組合法人　無茶々園
　代表理事　宇都宮俊文
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　昭和53年、マスコミが一斉に取り上げ、無
茶々園は一躍全国に知れた。そのおかげで、
多くの理解者、指導者を得ることができ、名
実ともに無茶々園活動が始まった。

ノートピア（百姓の理想郷を目指して）

　昭和54年から無茶々園は、会員各自の園で
試作段階に入り、面積を１haに拡大。とこ
ろが、収穫直前になって温州みかんにミドリ
クサカメムシが異常発生して半分がだめに
なってしまった。おり悪くみかんの生産過剰
の中で思うように販売ができず、実に惨めな
現実を突きつけられた。この苦境を教訓にし
て昭和55年２月にはメンバー６人が上京し、
神田市場、自然食品店、生協、消費者グルー
プ、日本有機農業研究会などに出掛け、栽培
技術から販売に至るまで勉強した。これらの
交流を通じて農業も含めて、自然を大切にし
ようと努力している多くの先輩諸兄がたくさ
んいることを知った。この時点で我々も大海
の流れを少しずつ知るようになり、町内全園
地、無茶々園化構想、無茶々園の町づくり構
想を考えるようになる。
　昭和57年、町が鉱山跡に大企業と組みLPG
基地を作る計画を立てた。我々の目指す町づ
くりとは正反対の方向に進むものと、渾身の
エネルギーを注いで反対した。幸いにも、イ
ラン、イラク戦争が始まって大企業が断念せ
ざるを得なくなり中止となった。過疎の町へ
都市型の企業がやってきて、都市並みの給与
を貰い、いい車に乗って、クーラーの効いた
部屋で、日曜日には浜辺でビキニのギャルと
いちゃつかれたのでは、汗と草にまみれてみ
かん山に働く気がしなくなると思ったから反
対した。四季折々の山海の自然を楽しみ、利
用し、共存する。そして、年寄りには生き
がいを与え、誰もが健康で長生きできる里、

それが百姓の理想郷……農のユートピア…・
「ノートピア」である。

消費者と相互理解を持って

　かつて、右も左も分からなかった頃、日本
有機農業研究会の一楽理事長に「みかん買っ
てもらえませんか」と頼んだことがあった。
すると理事長は、タバコを持った左手を振
るわせながら頭を沸騰させ、「食べ物を売る
買うとはなにごとぞ」と怒鳴り出した。まじ
めに百姓をやる我々が、東京まできて怒鳴ら
れるのは割が合わんと「わしらも、生活かけ
て無農薬のみかん作りよるうんじゃけん買っ
てもらわんと生きていけんことぐらい分かる
じゃろう、このはげ頭！」、もう少しで殴り
合いになるところであった。「“儲ける”とは、
者を信じると書く。信用できるものを作らな
ければ売れないことは古くからの真理だ。こ
の時まで「売る買う」の世界しか知らなかっ
た。「食べ物は作るものと、食べるものとが
お互い顔が見え、理解しあって生きていかな
ければならない。」ここに我々の知らなかっ
た神様に近い特別な流通があることを学び、
今日の産直運動・事業の基が築かれたのだ。

無茶々園が目指してきたもの

　人類は、より便利な生活、物資的欲望を充
たすために、「科学の発展こそが人類に豊か
な生活をもたらすと妄信し、ハイテク技術を
駆使していろんな道具、資財等を作り出して
きた。その結果、便利にはなったものの至る
所で公害が発生し、汚染が進み、オゾン層ま
でもが破壊され、温暖化、砂漠化で異常気象
が世界のあちこちで毎年のように発生してい
る。当然豊かになるはずの生活はサイバネー
ション化が進み、会話の出来ないお宅族を生
み出し、学歴社会の中でいじめ、登校拒否が
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深刻化し、あちこちで尊い命が消えていって
いる。またガン、アレルギー、エイズなど新
たな文明病とも言える難病が多発し、便利さ
と引き替えに人間としての大切なものを失い
つつあるように感じてならない。
　また、プルトニウムも含めて核の廃棄物
は未来永劫に至る深刻な問題となりつつあ
る。科学の進歩とは結局、時間当たりのエネ
ルギー消費量が多くなるだけのような気がす
る。そしてエネルギーの消費は田舎より都
市、南の国より北の国、貧乏人より金持ちに
集中している。今や、エネルギーの浪費をコ
ントロールすべき時代になった。また、この
エネルギーを田舎が、南の国が、貧乏人が奪
い返さねばならない時がきた。このかけがえ
のない緑の地球を子々孫々に至るまで守り続
けるために……。我々は一部の人間に集中し
た冨を奪い返すための企業戦争の中に身を委
ねる。そして都市に支配されないエコロジカ
ルな田舎を創造する。
　以上の内容は、無茶々園20周年記念で創始
者である片山元治が書いた無茶々園の歩みを
ほぼ抜粋した形で紹介してものです。このよ
うにして、無茶々園は明浜町という陸の孤島
を誇れる町に、そして農業を中心とした新し
い循環型社会の創造を夢みてきたのでした。

２　無茶々園の到達点と活動紹介

明浜町全園無茶々園化に向け、町の２割強が

有機農業実践へ

　無茶々園では設立当初から有機農業を拡げ
る運動をしてきました。現在、明浜の会員数
は80名、面積約113ha、旧明浜町の２割強に
まで拡大しました。メイン集落である狩浜地
区では、総面積の６割を越えるまでになりま
した。しかし、当地区では多目的スプリンク
ラーがほぼ導入され、今後の有機農業の拡大

は、地区全体が農薬散布を休止し有機農業へ
進まなければいけない状況下にあり、これ以
上の拡大は困難となっています。このような
状況もあり、1999年のファーマーズユニオ
ン（直営農場）の設立と同時に、町内から町
外に有機農業運動を広げ始めました。現在で
は、愛媛県内に35名の仲間が増えています。

ファーマーズユニオン（直営農場）が大規模

有機農業に取り組む（1999年～）

　当時、みかん生産はピークをむかえてお
り、台風19号の襲来に始まり、カメムシの異
常発生、みかんの老木化など複合的な要因か
らか、隔年結果が激しさを増しました。永年
作物である柑橘は、改植して成木になるのに
５～10年は要します。このままでは、柑橘
産業は破滅してしまう。愛媛県の最南端、現
在の愛南町に５haの甘夏園と４haの畑を取
得、借り受けながら無茶々園の大規模有機農
業の実験が始まりました。現在は松山市（旧
北条市）の15haも加わり、若い新規就農者
と海外研修生中心で経営しており、やっと軌
道に乗り始めました。JAS有機の甘夏、レモ
ン栽培、そして野菜を中心に事業高6,000万
円を目指しています。この取組から始まり、
現在２戸の農家が協同して協同農場を始めま
した。新規就農者と若い後継者、海外研修生

図１　無茶々園グループの概要
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とのコラボレイトが始まったのです。

国内研修生育成から海外研修事業へ

　過疎化や高齢化（高齢化率37％）が進む中、
地域の畑を守っていくことも無茶々園の重要
な取組の一つです。そのための研修生や新規
就農者の受け入れを行ってきました。数日の
農業体験、短期研修から1年間の研修生など
形態は様々ですが、農業志向の若者を受け入
れています。現在、研修生を経て７名の新規
就農者が自立して、明浜に住み農業を行って
います。また、海外からの研修生の受け入れ
も行っており、ベトナムやフィリピンからの
6名の研修生が現在生活をしています。研修
期間が終わって祖国に帰り、有機農業に取り
組むための研修を支援しています。2002年
NPO研修生招聘協会を他の生産者と立ち上
げ、３年前からべトナムのバンメトート市に
職員を派遣しています。研修制度の取組を今
年度から本格化しました。日本で学んだ技術
やノウハウをベトナムで生かし、べトナムの
田舎の町おこしを支援することが目的です。
将来的には、お互いの生産物を輸出入できる
関係を作り上げることが出来ればと考えてい
ます。

環境ISO14001の認証取得へ

　2001年1月、ISOの環境マネジメントシス
テムISO 14001の認証を取得しました。無
茶々園環境方針に基づき、Ｐ（計画）、Ｄ（実
行）、Ｃ（見直し）、Ａ（行動）という活動を
行っています。有機認証も取得して販売も
行っていますが、私たちは3年間農薬を使わ
なかったという結果の有機認証よりも、その
過程や改善活動を重視したISOのシステムを
選択しました。環境保全型の農業を行う上
でISO 14001の認証取得は、内部に対する宣

言だけでなく、外部に対して明浜町でのこの
取組みを広くアピールするものとなっていま
す。農薬を減らす取組みは、海を守る運動に
つながるという意識がより強くなってきまし
た。農業、漁業、そして町として取組が始ま
れば、安全な食べ物の生産という面だけでな
く、自分たちの生活環境の保全につながって
いくと考えています。そして、ISO取得の一
番の目的は、どんぶり勘定であった経営の仕
組みを変えよう、PDCAを回すことで農家や
組織の改善活動を重視しようというものでし
た。現在では、完璧とはいかないまでも５年
間の成果が現れ始めています。

無茶々園のIT革命

　食の安全が叫ばれる中、栽培履歴開示の要
求はますます高まっています。無茶々園では
大半の農家が2000年にパソコンを導入して、
生産情報の入力を行っています。2003年度
に導入した新システムはインターネット環境
で構築し、情報の一元管理による共有が可能
となりました。さらに販売管理システムでの
注文情報をつなぐことで、トレーサビリティ
の構築に取り組んでいます。そして生産デー
タを栽培履歴として、ホームページで公開し
ています。また、仲間を増やすと同時に味
のバラツキが問題となっていたこともあり、

写真１　生産委員会による運営
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2003年に光センサー選果機を導入しました。
有機栽培・減農薬栽培が増える中、安心、安
全のみではブランドは維持できないと考え、多
くの反対意見はあったものの導入を決断しまし
た。「うまいみかん」を作るという気運が高
まったことも経営にプラスとなっています。
　最終的な到達点は、生産情報システムに蓄
積された生産情報と注文情報や光センサーシ
ステムの選果データを基に、ここで農業を続
けていくための農家の経営分析に生かすこ
とです。無茶々園のIT革命と経営改革は始
まったばかりです。

無茶々園の販売戦略　　

　有機農産物の販売という面で捉えると、ま
だまだ市場流通が確立されておらず、個人消
費者・生協への販売比率の高い業態でもあり

ます。個人消費者に対する販売は「顔の見え
る関係」を重視し、農家個々が選果箱詰めす
る販売するシステムを構築しています。個人
販売での顧客数は約9,500件。全体の販売額
に対する割合は約3割です。そして消費者と
生産者の直接的かつ継続的な繋がりを目的と
して、消費者に生産者を指定（お付合い農家）
していただく販売形態をとっています。
　販売価格については、みかんの表年、裏年
での価格変動のない設定とし、みかんの良し
悪しや市況に左右されない継続した付き合い
が出来るような関係を目指しています。みか
ん箱には作った生産者のシール、生産者から
消費者へのメッセージ、このみかんの栽培履
歴、返信はがきを入れたり、隔月の機関紙の
発行、HP等での情報発信にも力を入れてい

図２　無茶々園のトレーサビリテイ概念図

写真２　消費者との交流

図３　生産量や景気に左右されない価格設定
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ます。また、生協等との量販店との関係は、
モノと金の関係だけではなく、お互いが尊重
しあい、都市と田舎の共生を大切にした未来
提携型の産直を実践しているつもりです。対
等・平等の関係を構築できるか、だめなとき
はNOと言える関係が成り立ってこそ、農業
の未来を切り開くものと考えています。

ノートピア（百姓の理想郷）を目指して

　山海の自然を楽しみ、高齢者の生きがいが
あり、誰もが健康で長生きできる理想の里に
したい。そんな思いで、町づくりにも積極的
に係っています。
　地元漁業者との連携で、宇和海を守る運動
に取り組んでいます。勉強会を開催したり、
廃油石鹸作り、海草の森づくりのための「わ
かめの植付け」などです。
　妄想コンドルの会（農家の高齢者の仕事お
こし集団）は高齢者の仕事おこしを行うとと
もに、次世代の活力創造に少しでも役立ちた
いという目的で昨年1月に設立されました。
しいたけ栽培や炭焼きはすでに着手してお
り、キヌサヤやインゲンなど年をとってもで
きる ｢生きがい農業｣ の推進にも取り組んで
います。また、これまでの経験を生かし ｢ご
意見番｣ として若い衆の尻たたきも高齢者の
役目なのです。

３　これまでの課題と今後の取組

　無茶々園が産声を上げ、33歳を迎えまし
た。企業の寿命は30年とよく言われますが、
大きくなること、長年続くことはいろんな弊
害や問題が蓄積されます。我々も例外ではあ
りません。創始者たちは、白髪に似合う還暦
を迎えようとし、息子たちが親父超えをしよ
うと悪戦苦闘しています。農業を継がないも
のも続出しています。今、柑橘産地で抱えて

いる問題は共通しています。それは、後継者
問題、担い手不足による廃園の増加、働いて
も働いてもお金にならないワーキングプア農
業、異常気象（特に巨大化した台風、温暖
化）など全国共通しています。これらを克服
し、ストレスのない豊かな農業を実践しない
限り、農業に未来はないと思います。

大規模経営農業の実践と新規農業者の育成

　21世紀の農業は、若者が経営する大規模農
業と団塊の世代が細々と営むネットワーク特
売所農業が主流になるのではないかと予測し
ます。農業後継者は、経営能力を磨き、新規
就農者やニートと言われる若者、海外研修生
と協同して、事業として農業を実践すること
が必要です。無茶々園では、（有）ファーマー
ズユニオン北条（直営農場）の経営実践の中
でこの構想を実践していきます。また、新規
就農者や海外研修生なしでは、農業の担い手
確保は困難であり、四国では規模拡大は不可
能でしょう。一方、2007年には700万人もの
団塊の世代の方たちが定年を迎えようとして
います。人生80年時代、有望な農業後継者で
はないでしょうか。これらの世代や世界を越
えた多種多様な人々が手を結びながら農業や
田舎を支えていくことが出来れば農業の再生
は可能でしょう。

海外研修制度と世界八十八箇所同盟

　私たちは、2002年にNPO海外研修生招聘
協会を愛媛の生産者で立ち上げました。農業
だけではなく、製造業、福祉介護の分野でも
海外研修生や労働者の依存率が上昇していま
す。不法労働者の問題も近年クローズアップ
されています。無茶々園では、単に労働力と
して考えるのではなく、有機農業技術の指
導、海外での有機農業の普及、町づくり支援
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を考えています。現在、べトナムにおいて
は、日本語教室の開催、しょうがや胡椒など
の栽培支援などを行っており、将来的には農
家間の輸出入が出来たらと考えています。現
在は、べトナム、フィリピンの2カ国ですが、
将来は世界八十八箇所の世界の田舎と提携し
たいと夢見ています。

オンリーワン加工事業の展開

 有機農業を実践していく中で、加工品の比
率が２～ 3割程度は慣行栽培に比べて多く
なっています。安心して農業を実践していく
ためにも、加工事業は重要な位置づけであり
ます。現在、農協や中小の加工会社は、経営
不振の中、縮小や廃業が続いています。儲か
らないからという理由です。農協が作った加
工場は、何のために作ったのか。農家を守り・
農業を続けるために、作ったのではないの
か。正義とはなんぞや。加工場建設は大きな
リスクを伴いますが、有機農業を実践してい
く限り、検討していかなければなりません。
昨年、伊予柑の果皮を利用した伊予柑エッセ
ンシャルオイルを開発しました。オンリーワ
ンの商品化です。柑橘の花、葉、摘果みかん、
ジュース粕、みかん山丸ごと商品化が目指す
ところです。

協同労働による仕事おこし、そして豊かな町へ

　また、加工事業を計画する理由に、雇用創
出があります。私たちの住んでいる愛媛県西
予市は、限界集落が近々 50％になると言われ
ています。正直言って、行政主導の対策など
存在しないでしょう。町の活性化は、市民が
市民のお金で、市民のために、仕事おこしを

することです。自立した市民がたくさん生ま
れ、雇用を創出することです。

将来を見据えた人材育成

　これらの事業や運動を支える人材確保が急
務です。優秀な人材は強者（大企業）に有利
に働き、ますます強者有利・格差拡大が懸念
されます。組織は人なり。無茶々園グループ
においても人材確保と人材育成が今後の飛躍
の条件となるでしょう。現在、パルシステム
生協など取引先と若者の交換研修を進めてい
ます。モノ・金でない将来の夢の共有をトッ
プばかりではなく、生産者・従業員が共有す
ることが21世紀の人材育成であると考えて
います。
　
農業経営を支える強固な経営基盤づくり

　NHKで放映された「ワーキングプア……
働いても働いても豊かにならない」は、今の
格差社会を考えさせた番組でした。農村社会
がまさに、ワーキングプア状態です。六本木
ヒルズ族のように、億万長者を望んでいるわ
けではありません。適当な収入とストレスの
ない豊かな生活がしたいのです。そのために
も、販売組織である㈱無茶々園は、田舎の総
合商社として、都市から富を回収しなければ
なりません。社会貢献できる資金と持続可能
な収入の確保は、絶対しなければいけませ
ん。柑橘農家（家族）で最低1000万円の売
上げが確保できれば、後継者も増えるでしょ
う。いずれにせよ、事業・運動を続ける以
上、赤字は出さない、強固な経営基盤が必要
です。
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ピーマンでの
IPM・ISOへの取組

エコファーマー

JA南国市減農薬ピーマン部会　中田　修

　我々のJA南国市減農薬ピーマン部会が取
り組んでいる天敵を利用したIPM（総合的
病害虫管理）による減農薬ピーマン栽培の方
法と、そこで取り組んでいるISO 14001（国
際環境マネジメントシステム）のことを紹介
します。
　南国市は高知市の東隣に位置し、南は海岸
地帯から北は山間部までと変化に富んでいま
す。私のビニールハウスは南国市の海岸部に
ある園芸産地の中にあります。南国市のピー
マンは、高知県下では栽培面積のシェアが土
佐市、芸西村、安芸市に次ぐ４番目です。一
連のピーマンの栽培方法ですが、定植前の夏
場に土壌還元法による土壌消毒行います。育
苗期間が８月、定植が９月で、その後天敵を
導入します。定植後約１カ月で収穫が開始し
翌年の６～７月まで収穫、栽培が続きます。

ピーマンへの天敵導入で高い成果

　私たちは平成11年にピーマン部会で研修に
行き、当時最大の害虫であったアザミウマ類
の防除に、天敵であるタイリクヒメハナカメ
ムシの導入にチャレンジしました。それまで
使用していた化学農薬の散布は、せっかく放
飼した天敵をすぐ死なせてしまうなど、失敗
続きでしたが、２年後にようやくピーマンで
使えるようになりました。また、化学農薬の
散布は、暑い時でもカッパを着ての散布作業
はとても大変で、害虫に薬剤抵抗性が付き効
かなくなるという点も問題でした。
　天敵の導入利用により、化学農薬の使用回

数を減らせるようになったため、平成13年
には高知県独自の認証制度である「高知県無
農薬・減農薬栽培農産物認証実施要領」の中
の５割減農薬栽培を取得し、減農薬ピーマン
部会としてスタートしました。以下、ピーマ
ンに被害を及ぼす主な害虫を紹介します。

〈アザミウマ類（スリップス類）〉

　アザミウマ類（スリップス類ともいう）の
被害は、まず葉の生長部である芯の部分がチ
リチリに縮んだり、果実へ傷をつけ、ひどい
ものは商品性が落ち出荷できなくなります

（写真1）。
　そこで、天敵であるタイリクヒメハナカメ
ムシを導入し、アザミウマ類の防除を行いま
した。写真２の左上のピーマンの花の中には
アザミウマ類がたくさんいます。黄色いのは
ミナミキイロアザミウマ、黒いのはヒラズハ
ナアザミウマです。タイリクヒメハナカメム
シの幼虫から成虫までの発育経過も写真２に
でていますが、この天敵が約40日後には写
真のように退治してくれます。現在、この天
敵は南国市管内でのピーマン栽培では９割に
普及し、大いに効果を発揮しています。
　写真３はタイリクヒメハナカメムシの成虫
で、ミナミキイロアザミウマを捕食している

写真１　アザミウマによる被害
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ところですが、捕食というよりは針を刺して
体液を吸っています。１日には約25頭くら
いを食べるようです。

〈アブラムシ類〉

　次にアブラムシです（写真４）。アブラム
シは葉の成長点から柔らかな茎葉を中心に

びっしり付きます。そうすると葉が非常に汚
れ、ベタベタになります。そこにコレマンア
ブラバチという天敵を放すと、アブラムシに
卵を産み付け寄生します。寄生されたアブラ
ムシは、マミーといい、プクッと膨れ上がり、
茶色のサナギのような状態になります。この
中からアブラバチが生まれてきます。

〈コナジラミ類〉

　タイリクヒメハナカメムシを導入すること
で、化学合成農薬の使用が一気に減ったため
に猛威を振るうようになったのがコナジラミ
類です。爆発的に増加すると、コナジラミの
幼虫が葉の裏にびっしり付きます（写真5）。
そして、葉がコナジラミ類の尿や排せつ物で
すすけたように真っ黒になります。
　コナジラミに対し以前はボタニガードとい
う微生物製剤などを使い防除してきました
が、平成22年１月に発売されたスワルスキー
カブリダニの登場により、コナジラミ類も撃
退できるようになりました。

写真3　天敵の活動の様子

写真４　アブラムシ対策

写真５　コナジラミ対策

写真２　効果抜群のタイリクハナケカメムシ

〈天敵利用と耕種的技術〉

　このような天敵利用だけでなく耕種的防除
も実施します（写真６）。ハウス開口部へ防
虫ネットを設置することで外部からの侵入を
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マニュアルに定められた手順に従って、「環
境原因特定評価」を行います。ピーマン栽培
の場合は、耕耘、土壌消毒、施肥、畦立て、
育苗、定植、かん水、防除、ハウスのビニル
張りなどの農作業を、各ステージ毎に定めら
れた基準により点数を割り振り、合計点を求
めます。30点以上の作業項目を著しい環境
原因と定め、環境目的の設定においては著し
い環境原因に配慮しています。
　各実践農家グループの環境原因はほぼ同じ
なので、高知県の環境ISO実践農家は、環境
目的の５項目を共通にしています。それらの
環境目的を達成するために、具体的に行動す
る内容を部会で立案し、環境マネジメントプ
ログラムを策定します。例えば私たちは、「廃
棄物は適正に管理し、適正な処理を行いま
す」という「環境目的」に対し、「環境目標」
は「廃棄物は処理の方法に則して分別し、適
正に保管・管理します。さらに、対策として「廃
棄物は処理に応じて分別して保管します」「JA
を通じて塩化ビニールはリサイクル、廃ポリ・
農薬の空容器はサーマル・リサイクル、廃農
薬は適正処理を実施します」としています。
　この目標を達成するため３カ月毎に全員で
環境点検を実施し、環境点検チェックリスト
に状況を記入し、評価が一定以上のレベルに
なるように努めています。

防いだり、ハウス内には粘着シートを吊し成
虫を捕獲したり、また、微生物農薬を利用し
てコナジラミの幼虫に寄生させて防除を行い
ます（写真6）。

５割減農薬栽培認証取得に加え
ISO14001を取得

　数種の天敵利用により農薬撒布回数はかな
り減ったため、平成13年に県認証の５割減
農薬栽培を取得し、高知県園芸農業協同組合
連合会のエコシステム栽培を実施するように
なりました。その後平成17年からISO 14001
への取組へ向けた勉強会を重ね、平成18年
に県認証の５割減農薬栽培を維持しつつ、
ISO 14001も取得しました。そして平成19年
にはエコファーマーも取得するなど、取得で
きる認証は部員全員で取得してきました。
　高知県のISO 14001は県の環境保全型畑作
振興センターが総括し、現在11グループが取
り組んでいます。南国市では私たちのグルー
プだけです。概念的に“環境に優しい農業を
します”というのではなく、第三者にも評価
される形で実践しています（図１）。環境目
的に従ってそれを達成するための具体的な目
標として、部会が独自に環境目標を設定し、環
境マネジメントプログラムを策定して実践する
取組です。「環境目的」策定には、ISO 14001

写真６　天敵利用を補う耕種的技術 図1　環境目的を達成するために
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　そして毎年１回の内部監査、３年に１回は
県が委嘱した外部の監査を受け、取組状況の
評価を受けます。また、毎年２月ごろ、県下
のISO部会が集合し、これら外部監査の報告
会及び研修会にも参加しています。また、日
頃から資材を分別して一時保管し、重油タン
クの近くには重油の流出に備えて土のうを準
備しています。これらの取組を農家の仲間や
消費者に理解してもらい、取組の輪を広げよ
うという目的で、PR活動を年間２～３回実
施しています。
　高知県が委嘱している“こうち農業環境・
安全・安心ウォッチャー”に環境点検に同行
してもらい、自分たちの活動を確認しても
らっています。このウォッチャーには、野菜
ソムリエ、生協の理事、量販店の青果担当者、
取組に関心のある農家の方などが登録されて
います。

ISO14001を核に環境保全型農業を
推進

　マネジメントプログラムと別に、教育訓練
計画策定が求められており、ISO 14001への
理解を深める内容や、栽培技術に関する研修
を年数回行っていますが、その中で１回は緊
急事態への対応訓練を実施しています。緊急
事態とは「大量の重油及び灯油の河川への流
出」、「大量の農薬の河川への流出」、「盗難等
による農薬、特に劇毒物の紛失」への対応で
す。緊急事態に対しては、対応マニュアル策
定が義務づけられており、私たちは全員が緊
急時の連絡先の一覧を常に持っています。例
えば、現地で重油が流出したことを想定し、
重油がどちらの方に流れるかを確認して、土
のうの置き場所などの確認をしています。
　このISO 14001による環境保全型農業の取
組の柱は、目標を立て、実践し、記録をし、

点検し、最後には監査を受けるということで
す。こうした取組の中、環境保全型農業実践
宣言（図２）を行い、日々ピーマン栽培と並
行して取り組んでいます。
　ピーマン包装は各JAごとに計量＋包装機
の１ラインで行っています。私たちの部会
は、この１ラインを専用に使用させてもら
い、小包装、箱印字したもので出荷してお
り、出荷の箱や袋にもISOの印字がされてい
ます。
　また、化学肥料は緩効性肥料を利用してい
ます。この基肥一発肥料は、ピーマン栽培が
終わるまで追肥の必要がなく、施肥労力の軽
減につながっています。この緩効性肥料は、
JA営農指導員と農業振興センターの普及指導
員で構成されている営農改善会での実証試験
の結果を経て現場にも普及した技術の一つで
す。
　このように、環境目標の達成を図りなが
ら、同時に自分たちの経済的、労力的メリッ
トも追求し、実現する工夫をしています。教
育訓練プログラム策定に当たっても、そうし
た観点からテーマを探すように努めていま
す。私たちは、今後もこのISO 14001による
環境保全型農業を推進し、それを農業経営の
改善にもつなげていく視点から、取組を続け
ていこうと思います。

図２　環境保全型農業宣言




